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PRECEDE-PROCEEDモデルによる

ネパール・ヨード欠乏症対策
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目的　ネパールにおけるヨード欠乏症対策の現状分析手法として，PRECEDE-PROCEEDモデ

ルを用い，途上国における同モデルの有用性と問題点について検討することを目的とする。

方法　PRECEDE-PROCEEDモデルの第1段階から第5段階までを本研究の分析対象とした。

これら5段階のアセスメントには，ネパールで入手可能な1次，2次資料を用いた。第3段

階以降のアセスメントには，ネパールのヨード欠乏症に長年携わってきたキーインフォーマ

ントヘのインタビューを1999年1月より2月に実施し，追加資料を得た。

結果　まず社会，疫学アセスメントにおいては，既存資料よりネパールにおけるヨード欠乏症対

策の最終目標と過去の疫学調査を見直し，今後もヨード欠乏症対策を継続・改善していく必

要があることを示した。またネパールを始めとする途上国においては多額な費用をかけて独

自の予算で疫学調査を実施することは困難なため，既存の資料を最大限にいかすべきである

ことを指摘した。

　次の行動・環境アセスメントにおいては，多くの住民がいまだにヨード欠乏症の知識がな

く，リスク行動を続けており，ヨード添加塩の保管や保存の環境も不備であることを示し

た。教育・生態学アセスメントにおいては，住民の知識の欠如や独特な信念からくる問題

点，岩塩状粗塩に変わる精製塩の流通の必要性，各種法規制の強化の必要性を指摘した。最

後に行政・政策アセスメントにおいては食塩公社が予算面，人材確保の面ですぐれており，

本対策のリーダーシップをとるに相応しい機関であることを示した。

　以上，第3段階以降のアセスメントにおいては，キーインフォーマント・インタビューに

よって得られた質的情報と既存資料より得られた量的情報を組み合わせることによって，よ

り信頼性と妥当性の高い情報を活用できた。かつ具体的な行動目標や環境目標も設定でき，

このPRECEDE-PROCEEDモデルはネパールでもその有用性を発揮し得ることが示唆され

た。

結論　ネパールにおけるヨード欠乏症対策に，PRECEDE-PROCEEDモデルを適用することに

より，これまで見逃されていた問題点が明らかとなり，途上国における保健プログラムの改

善指針を得るためにも，本モデルは有用であることが示唆された。
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